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A-1 Ａ 松江の風情 大谷　　近世の歴史を感じさせるたた
ずまい

それは位置的なものとして意識したものではなくて、松
江らしさとは何かというイメージで書いたものです。あ
まり古代の意味ではなくて、城下町のいわゆる江戸期以
降ぐらいの佇まいみたいなものを彷彿させるような松江
らしさが一つあるんじゃないかなということで書きまし
た。

上流 城下町の歴史を感じさせ
る佇まいを大切に。

A-2 Ａ 松江の風情 泉　　　・江戸時代以降の歴史・文化
の維持

上流 城のまわりを中心に、江
戸時代以降の歴史・文化
を維持する。

資料４（１）

A-3 Ａ 松江の風情 岸井　　城下町の地図と重ねて、都市
の全体像を理解して取り組も
う

上流 城下町の地図と重ねて、
都市の全体像を理解して
取り組もう。

資料４（２）

A-4 Ａ 松江の風情 岸井　　城との関係を意識できるよう
に

上流 城との関係を意識できる
ように。

資料４（１）（２）

A-5 Ａ 松江の風情 林　　　松江開府400年の歴史を残すべ
きである

上流
（大橋周辺）

松江開府400年の歴史を
持つまちを残すべき。

林 松江夜曲の面影を残してほし
い

松江夜曲というのは、最近はほとんど歌われませんが、
大変有名な方の作詩作曲で、「松江大橋唐金擬宝珠、な
ぜに忘れぬ、忘られぬ、桜、春雨、相合い傘で、君と眺
めた嫁が島･･･」という、大変良い歌なんです。この唐金
擬宝珠といったような、現在の松江のまちの風情を残し
てほしいなと思います。

林 大橋川の風情を大切に （どんなときに風情を感じるかという問いに対して）晴
れても雨でも全てですね。これはもうラフカディオ・
ハーンの言葉にも、霧に煙る松江大橋は感動的なものだ
という言葉がありましたね。だから、松江大橋は源助さ
んという人柱まで埋めて作った橋なんですけども、その
歴史を大事に残さないと。松江の宝だと思いますよ。
（松江らしさをまちづくりとか河川整備にどう活かすか
というのは、とても難しいことですよね。というコメン
トに対して）ですから、あるものをいかに守るかという
ことだと思います。

A-7 Ａ 松江の風情 皆美　　松江大橋は現状のままであっ
てほしい

今日頂いた景観専門委員会の報告で、松江大橋を中心と
した北側の歴史・伝統を感じさせる区域という報告があ
りますね。観光的にも、松江の生活からも、松江大橋と
いうのはへそみたいなものでして、その存在は非常に大
きいと思います。ですから、できれば現状のままであっ
てほしいというふうな、個人的な思いなんです。

上流
（大橋）

松江大橋の存在は非常に
大きく、できれば現状の
ままであってほしい。

資料４（３）

A-8 Ａ 松江の風情 大谷　　松江大橋は大事にしたい 松江らしさとはどんなものなのかなということで、やは
り大橋は松江の象徴的な橋であるかなというふうに思い
ますので、その佇まいといいますか、それはやっぱり何
らかの形で大事にしなければならないのかなというふう
に思います。

上流
（大橋）

大橋は松江の象徴的な橋
であるので、大事にしな
ければならない。

資料４（３）

A-9 Ａ 松江の風情 林　　　松江大橋（現在の）の歴史を
残すこと（はりまや橋の事
例）

（どんなときに風情を感じるかという問いに対して）晴
れても雨でも全てですね。これはもうラフカディオ・
ハーンの言葉にも、霧に煙る松江大橋は感動的なものだ
という言葉がありましたね。だから、松江大橋は源助さ
んという人柱まで埋めて作った橋なんですけども、その
歴史を大事に残さないと。松江の宝だと思いますよ。例
えば高知のはりまや橋なんて何も無いですけど、名前だ
けで全国から人が行くんですよ。行ってがっかりします
けどね。松江大橋の景観というのは有名で、大事なもの
ではないでしょうか。

上流
（大橋）

現在の大橋は松江の宝で
あり、残すべきである。

資料４（３）

A-10 Ａ 松江の風情 木幡　　現状をできるだけいじらない 上流 上流左岸の雰囲気をでき
るだけ残す。

B-1 Ｂ 歴史･文化･風土･生活 有光　　生活と水のかかわりの保全
（多様な）

全体 生活と水の多様な関わり
の保全。

テーマ

資料４（４）松江夜曲に歌われるよう
な大橋界隈の面影と風情
を残してほしい。

上流
（大橋周辺）

A-6 Ａ 松江の風情
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B-2 Ｂ 歴史･文化･風土･生活 布野　　治水対策の上、1945年前後の
姿に戻す（古事記の時代とは
言わないが）

私が書いたのは、基本的にわがままでして、簡単に言う
と、すべての川との関係を大体１９４５年前後に戻せと
いうのがトータルな意見なんです。もちろん断面を確保
した上でということですけれども、わがままだというの
は、私の子供の頃、大体日本の市街地景観は、東京でも
ある程度江戸からの近世に連続する景観を持っていたと
思います。「古事記の世界に戻せとまでは」とも書いた
のですが、せめて５０年ぐらい前の原点に返って、どう
せお金をかけていただけるなら戻してほしいというのが
乱暴ですが私の意見です。

全体 治水対策を行った上で、
川との関係を1945年前後
の姿に戻す。

B-3 Ｂ 歴史･文化･風土･生活 有光　　産業と神事の近い関係の保全 農業や漁業や、そうしたベースがあって、やっぱり神事
や祭りがあると思うんですけれども、島根の場合そうし
たもののつながりが随分保全されていると思うんです
ね。そういうものがつながっているということが魅力の
一番だと思います。

全体 農業・漁業など生活と神
事とのつながりが魅力で
あり、その関係を保全し
てほしい。

B-4 Ｂ 歴史･文化･風土･生活 岸井　　神社・仏閣はできるだけ存続
周囲の風土と一体

全体 周囲の風土と一体化して
いる神社・仏閣を、でき
るだけ存続する。

資料４（10）

B-5 Ｂ 歴史･文化･風土･生活 有光　　神社と水面の関係 いくつも神社があると思うんですが、大体かつては水に
接してあっただろうなと。須衛都久神社は今、少し改善
されたけれども、やっぱり道路に隔てられていますし、
また賣布神社のところも、前は隣に川が流れておりまし
て、後ろは水面だったんじゃないかと思うんですけれど
も、やっぱりそういう水と神社の関係というのは、ずっ
と今まで住民が感じ続けてきたことの集積だと思うんで
す。

全体 須衛都久神社や賣布神社
のように、かつて水に接
していたところが、今は
水から隔てられている。
水と神社の関係を大切に
してほしい。

B-6 Ｂ 歴史･文化･風土･生活 飯野　　歴史・文化に関する学習の場 全体 歴史・文化に関する学習
の場とする。

B-7 Ｂ 歴史･文化･風土･生活 有光　　風土・生活・信仰に触れる旅 全体 生活者だけでなく来訪者
にも風土・生活・信仰な
どが感じられるような地
域であることが求められ
る。

B-8 Ｂ 歴史･文化･風土･生活 有光　　舟運再生 全体 舟運の再生。

B-9 Ｂ 歴史･文化･風土･生活 有光　　ホーランエンヤ 全体 地域の文化としてのホー
ランエンヤを大切に。

資料４（７）

B-10 Ｂ 歴史･文化･風土･生活 布野　　如泥石と云われる波消し石の
ような伝統護岸

これは時間があれば話題にしようと思って書いたんです
が、小林如泥という不昧公に取り入ったというか、長野
から来た大工さんなんですけど、この人が何でも屋さん
で、天神川の天神様があるあたりに如泥堤という、臼の
ような、テトラポットみたいなものを護岸にして、洪水
を防いだという記録があるんです。お分かりになられる
方がいらっしゃれば、それがどういうものなのか教えて
もらいたいんですが。そして、それが使えるかどうかは
わかりませんが、デザインボキャブラリーとしてそうい
う伝統的な工法、例えば信玄堤じゃないですけれど、そ
ういうものも含めたデザインとかというのも考えられる
かなと思って書きました。

全体 如泥石をはじめ、伝統的
な護岸工法を再現できな
いか。

資料４（８）

B-11 Ｂ 歴史･文化･風土･生活 岸井　　樹は切らない 先ほどの話と絡むのですが、もし本気でやりますと、何
百年に１回の大改造だと思うんですね。それをやはり地
域の活性化につなげなければいけない。ただ単に危険度
が下がったというのではいけない。そうすると、この地
域は出雲から松江、そして米子までで考えるべきなん
じゃないかと思います。そのときに、ここのポイント
は、ある意味では非常に、言い方は悪いですが売りにな
ると思います。そこに祭られているものを大切にすると
いう我々の意識というのは、何か物が一つあれば良いん
じゃなくて、そこにある空間そのものを大切にしようと
いう意識が必要で、そうである以上、あまりそこのとこ
ろについては無茶なことはしないということです。

下流 宍道湖から中海までを一
体的に考えたとき、下流
部の緑は大切なポイント
であり、その空間を大切
にするという意識を持つ
べき。
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B-12 Ｂ 歴史･文化･風土･生活 有光　　舟倉・造船所 下流 水辺に関わる産業として
の舟倉や造船所があるこ
とが記憶として残るよう
に。

C-1 Ｃ 自然･環境 泉　　　・人工物を出来るだけ排除す
る方向で環境との調和

全体 人工物をできるだけ排除
し、環境との調和を図
る。

C-2 Ｃ 自然･環境 有光　　水質向上 全体 水質の向上。

C-3 Ｃ 自然･環境 有光　　生態系保全（微生物-植生、魚
-鳥など）

全体
（特に中流）

生態系の保全（特に中
流）。

C-4 Ｃ 自然･環境 飯野　　環境学習都市松江を目指す 全体 自然環境が残っている地
域を学習の場として活用
を図る。

C-5 Ｃ 自然･環境 木村　　湿地の維持・保全 私は中州を保全するという立場で「湿地の維持・保全」
と書いたんですけれども、そちらはかなり広大な面積が
あって、しかも地域の湿地として何か生態系とかが非常
に貴重だというふうに聞いておりますので、残していく
方向が良いんじゃないかと思って書かせて頂きました。

中流
（中州）

中州は貴重な湿地であ
り、維持・保全すべき。

C-6 Ｃ 自然･環境 木村　　中州のビオトープ機能の向上 中流
（中州）

中州のビオトープ機能の
向上。

C-7 Ｃ 自然･環境 飯野　　植物・生物に関する学習の場 中流
（中州）

中州を植物・生物に関す
る学習の場として活用す
る。

C-8 Ｃ 自然･環境 門脇　　中の島の残地活用として、自
然観察スポットとして環境教
育に役立てる

中流
（中の島）

中の島を、自然観察ス
ポットとして整備し、環
境教育に役立てる。

C-9 Ｃ 自然･環境 木幡　　現状をできるだけいじらない 中流
（中の島）

中の島の癒しの環境の保
全。

C-10 Ｃ 自然･環境 飯野　　鳥類に関する学習の場 私は仕事柄教師なものですから、どうしても全体を通じ
て教育の場としてこの地域を位置付けたいなというふう
に思っていまして、特に河口のところは以前船で下りま
したときに、非常に多くの鳥類、水鳥がいました。とこ
ろが、残念ながらそれをきちんと説明できる人もいない
し、それに関する情報の提供もされていません。ですの
で、やはり川と親しむということも大事なんですが、こ
こを全体として自然に関するいろんな学習の場として位
置付けるとおもしろいかなと思って、下流のところに貼
らせて頂きました。

下流
（河口から中海

湖岸周辺）

多くの鳥類がいる河口付
近を、自然に関する様々
な学習の場として位置付
けるとおもしろい。

D-1 Ｄ 景観・眺望 岸井　　広さ、ゆったりとした風景が
必要

全体 広さ、ゆったりとした風
景が必要。

D-2 Ｄ 景観・眺望 泉　　　・恵まれた自然景観 全体 恵まれた自然景観を残す
ことが大切。

D-3 Ｄ 景観・眺望 島田　　大山隠岐国立公園を意識した
景観づくり

全体 大山隠岐国立公園を意識
し、大山までを含めた景
観づくりが必要。

D-4 Ｄ 景観・眺望 景観委

景観委

朝霧に浮かぶシジミ舟

遠くに見える大山

全体 常に見られる固定的な景
観だけでなく、「朝霧に
浮かぶシジミ舟」「遠く
に見える大山」などの季
節的なものも含め、時折
見られる風景への評価も
必要。
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D-5 Ｄ 景観・眺望 岸井

岸井

船を 街を 眺める

対岸の見え方を意識するマ
ナーが必要

松江の魅力の一つが水であるとおっしゃっていたんです
が、私は、今の風景が必ずしも完全に良いものだという
感じでは思っておらず、もうちょっとよくなるのではな
いかと思っています。そのためには、お互いに見える、
見せるという意識を持ち合うことが非常に大事で、船か
らもほかの人に見て頂く、そして我々も船を見る、そう
いうことを意識的に思って頂く方が良いかなと思いま
す。お互いに見ることによって、そこにある風土という
のか、別の紙にも書きましたけど、対岸を何か意識し
た、そういうマナーがないといけないのではないでしょ
うか。それがないと、風情が伝わらないというふうに
思っています。

全体 相手（船や対岸）を見
る・相手から見られると
いう意識を持ち合うこと
が、風景をもっと良くす
るためには必要。

D-6 Ｄ 景観・眺望 布野　　舟からの景観による景観規制 全体 船からの景観による景観
規制。

D-7 Ｄ 景観・眺望 岸井　　この際、川沿いからなくした
いものを消す

全体 この際、川沿いからなく
したいものを消す。

D-8 Ｄ 景観・眺望 桑子 付箋なし 私の意見ですけれども、松江へ参りまして、やはり水が
非常に近いと感じました。しかも水面だけではなくて、
やっぱり松江をつくっている非常に重要な要素として水
際のことがあると思うんですね。陸地と水の境目です
ね。ここに何といいますか、風情というのがあるんじゃ
ないかと思うんです。それをコンクリートで断ち切って
しまうと、風情のない空間になってしまうということ
で、水という言葉でもいろんな切り口があって、どうい
うふうに見るかということも大事なポイントではないか
というふうに思います。

全体 松江は水際に風情がある
ので、そこをコンクリー
トで断ち切ると風情のな
い空間になってしまう。

D-9 Ｄ 景観・眺望 布野　　ホーランエンヤは永遠に（12
年に1度）

ホーランエンヤというのは、１２年に一度あるわけです
ね。出雲の時を刻む、非常に１２年という、一生のうち
にそう何度も見れませんけれども、時を刻む一つの行事
ですし、大橋川を一体化する景を持っていますので、そ
れを楽しめる護岸といいますか、川の景観であってほし
いと、そういうように思います。

全体 ホーランエンヤは大橋川
を一体化する伝統行事で
あり、このホーランエン
ヤを楽しめるような河岸
と景観であってほしい。

資料４（７）

D-10 Ｄ 景観・眺望 木幡　　川沿いの景観を大切に 上流 川沿いの景観を大切にす
る。

D-11 Ｄ 景観・眺望 泉　　　治水計画を推進する前提条件
として、街全体の景観に配慮
が必要

直接治水計画のことではありませんが、治水計画をいろ
いろとする上で、もう少しまち全体の景観に配慮した方
が良いじゃないかということを言いたいのです。という
のは、今、なし崩し的に、やや金太郎飴的なまちになり
つつあると思っていますので、松江らしさが失われてい
るという意味でもっとほかにやることかあるんじゃない
かということで書きました。

上流 治水計画を推進する前提
として、街全体の景観に
配慮することが必要では
ないか。

D-12 Ｄ 景観・眺望 泉

泉

なしくずし的な乱開発に規制
を、地区毎の用途別建物規制
を

ゾーニングの手法、2005年6月
より施行された［景観法］に
よる生活環境の保存、眺望
権、日照権を保持できる条例
の制定

今おっしゃったような水辺というのは、親水性と同時
に、眺望とか、遠くから眺めても良いという感じがなく
てはならないと思います。最近は川岸に高い建物がどん
どん建っておりますので法か何かで少し規制を加えない
と眺望も阻害するし、周囲の山並みも陰になると思いま
す。そこのあたりをなし崩し的に放っておいて、川だけ
の景観を言っても問題にならないという気がします。そ
のあたりの前提をもう少し整理しながら、同時に大橋川
の周辺の景観も含めたものを考えていかないと、全体の
景観を建物で壊しておいて、そのあと大橋川をどのよう
にしようかというようなことはナンセンスだという気が
しているんです。そういう意味で、私はここに貼ってい
ないんですけれど、水辺の空間、親水性と同時に眺望と
か、そういうことに対する意見を言っておきます。

上流 親水性と同時に眺望も含
めた大橋川周辺の景観に
関して、もっと景観法な
どの法的規制をかけて保
全すべきでないか。

資料４（12）

D-13 Ｄ 景観・眺望 景観委　ラフカディオハーンの見た風
景

上流 ラフカディオハーンの見
た風景という視点での景
観づくり。

資料４（５）
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D-14 Ｄ 景観・眺望 木村　　川岸から２ブロック下がって
も水辺が見えるように

上流 河岸から２ブロック下
がっても水辺が見えるよ
うに。

D-15 Ｄ 景観・眺望 太田　　県都としての風格と、観光地
としての景観評価が高まるよ
うな橋・堤防・道路の形状が
重要

上流 観光地としての評価が高
まるような橋、堤防、道
路の景観づくりが重要。

D-16 Ｄ 景観・眺望 布野　　濠（堀川）と一体の護岸デザ
イン

上流 濠（堀川）と一体の護岸
デザイン。

D-17 Ｄ 景観・眺望 太田　　大橋の形状・デザイン、橋の
中央部分の幅を広くして歩道
を広めにとる

松江大橋、新大橋が架け替えになるという前提で書きま
した。やはり松江の中心市街地を川で南北を分けておっ
て、その中の松江大橋なわけで、今の状態で維持される
なら、それが一番良いと思いますけれども、川幅が広が
るということで架け替えなければならないということに
なりますと、南北のまちが遠くなるような格好では困り
ますので、私の考えとしては、歩道を広げて橋の幅を広
くして、橋の中央部分、真ん中の方ででもちょっと歩道
を広目にとったような格好で、何か特徴ある橋を架ける
ようなことができないかなと。

上流
（大橋）

大橋は、歩道を広くする
ことによって橋の幅を広
げ、橋の中央部では更に
広い歩道とするような、
特徴ある橋にできない
か。

D-18 Ｄ 景観・眺望 木村　　新大橋のデザインの見直し 松江大橋の伝統的なデザインからいうと、新大橋の方は
ちょっと味気ないように思いますので、もしも架け替え
があるならば、少し松江に合ったデザインを考える必要
があるというふうに思っています。

上流
（新大橋）

新大橋は、松江に合った
デザインを考える必要が
ある。

D-19 Ｄ 景観・眺望 有光　　中州の水郷風景保全 中流
（中州）

中州の水郷風景の保全。

D-20 Ｄ 景観・眺望 飯野　　風土記に思いを馳せる景観の
保持

下流 風土記に思いを馳せる景
観の保持。

資料４（９）

D-21 Ｄ 景観・眺望 景観委　矢田の渡し　出雲国風土記 下流 矢田の渡し　出雲国風土
記。

資料４（９）

D-22 Ｄ 景観・眺望 有光　　赤瓦集落 左岸の方に赤瓦の集落がありまして、全部移転なんてい
うことになったら残念だなと思うんですけど。やっぱり
城下町とはまた違う景観だと思います。

下流
（左岸）

赤瓦の集落が移転で無く
なるのは残念。

E-1 Ｅ 水辺・水面・親水性 大谷　　水辺の美しさ 全体 水辺の美しさを大事にす
る。

E-2 Ｅ 水辺・水面・親水性 大谷　　水辺の近さ 全体 水辺の近さを大事にす
る。

E-3 Ｅ 水辺・水面・親水性 木村　　目線と水面高が近い点 全体 目線と水面高が近い点。

E-4 Ｅ 水辺・水面・親水性 木村　　街と水辺の一体感 全体 街と水辺の一体感。

E-5 Ｅ 水辺・水面・親水性 有光　　水面との近い関係を保持 全体 水面との近い関係を保持
する。

E-6 Ｅ 水辺・水面・親水性 宇田　　耐水性と親水性を上手に調和
させた街づくり

全体 耐水性と親水性を上手に
調和させた街づくり。

E-7 Ｅ 水辺・水面・親水性 有光　　柵・手摺に頼らない安全 今の護岸には柵が無いところがたくさんありますけれど
も、万一落ちても死なないような断面だからだと思うん
ですね。だから、そういうことや、自然な形で安全を保
持する。手すりとか固いもので隔ててしまうのではない
形のものにしたいと思います。

全体 柵・手摺に頼らず、自然
な形で河岸の安全を保持
する。
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E-8 Ｅ 水辺・水面・親水性 有光　　ゆるやかな斜面 全体 河岸はできる限りゆるや
かでやわらかい形とした
い。

E-9 Ｅ 水辺・水面・親水性 布野　　ある時は 右→左、ある時は
左→右、この不思議な大橋川

最初の委員会のときにも申し上げたんですが、潮が上
がってくれば逆流する川というのはたくさんあるんで
しょうけれども、こういう勾配差が無い川で、ある日は
右側に、あるときは左側にという流れ方をしていること
が、本当に子供のころ不思議に思っていたんです。そう
いうものを眺める場所とか、そういうものは大事にした
いというふうに思います。

全体 ある時は右に、ある時は
左に流れる不思議な川の
特性を大事にしたい。

E-10 Ｅ 水辺・水面・親水性 有光　　灯籠流し 水があっちに流れたりこっちに流れたりするということ
にも関係していると思いますが、灯籠が一気に流れてし
まうのではなくて、あっちへゆらゆらこっちへゆらゆら
しているから良いんだなと思います。それからお盆の宗
教行事としても、この前の夏もやっておられましたの
で、本当に生活に根付いているなと思います。

上流 灯籠流しに代表されるよ
うな、生活・信仰と水・
川との密接な関係を断ち
切らないでほしい。

資料４（６）

E-11 Ｅ 水辺・水面・親水性 岸井　　寺町と水辺の関係を密にした
い

上流
（右岸）

寺町と水辺の関係を密に
したい。

E-12 Ｅ 水辺・水面・親水性 木村　　河岸に2車線以上の道路がない
こと（守るべき点）

上流 河岸は人優先の道路とす
べき。

F-1 Ｆ 川沿いの遊歩道・憩い
の場・にぎわい空間

岸井　　水辺をできるだけ歩ける空間
にする

全体 水辺をできるだけ歩ける
空間にする。

F-2 Ｆ 川沿いの遊歩道・憩い
の場・にぎわい空間

飯野　　リバーウォークができる歩道
づくり

外国をふらふらと歩いていますと、やはり川べりという
のは基本的に歩く人が最優先なんですね。やはり車はそ
こから一段下がるとかというふうな形で造られていまし
て、やはり川べりというのは歩くというのが基本的な一
番の要素かなと。それが川に親しむ人たちの生活を一番
象徴しているのかなと思って、リバーウォークという言
い方で書きました。

全体 リバーウォークができる
歩道づくり。

F-3 Ｆ 川沿いの遊歩道・憩い
の場・にぎわい空間

飯野　　住民が水と親しむいこいの場 全体 住民が水と親しむ憩いの
場の整備。

F-4 Ｆ 川沿いの遊歩道・憩い
の場・にぎわい空間

木村　　水辺のイベントスペース、野
外ステージなどのにぎわい空
間

若者が集まる場が少ないと思います。水辺は魅力的なん
ですけれども、近くに寄っていこうという気になかなか
なれない。若者が寄ってくれば賑わえるなということ
で、格好の空間ができてくるんじゃないかという気がし
ます。

上流 若者が集う水辺のイベン
トスペース、野外ステー
ジなどのにぎわい空間の
整備。

F-5 Ｆ 川沿いの遊歩道・憩い
の場・にぎわい空間

木幡

木幡

木が少ない　もっと緑を

公園が庭園みたい、松にこだ
わらないこと、憩いの場に

護岸とは限りませんが、松江のまち全体として、まちの
中に意外と緑が少なく、また、松江の公園も松の木ばか
りなので、いわゆる木陰ができないため憩いの場所に
なっていないと思います。カップルが歩こうにも、周り
からみんな素通しになってしまうし、松江の公園は、公
園というよりは、何か庭園というような趣の公園が多
く、それは、島根県の県木がクロマツだからかなと思っ
ていたら、松以外の木を植えると葉っぱが落ちて掃除が
大変なので、市役所があまりほかの落葉樹を植えたがら
ないということのようだという話を聞いたことがありま
す。本当かどうかはわかりませんが、やっぱりもう
ちょっと木陰で憩える場所を、これから高齢化社会です
から、例えば老夫婦が木陰のベンチでゆっくり時間を過
ごせるような公園を造ってほしい。別に直接水とは関係
ありませんが、景観の一つだと思って書きました。
松がいけないと言っているんじゃないですよ。松ばかり
では困るということです。

上流 まちの中に緑が少なく、
また、庭園のような公園
が多いので、松にこだわ
らず、木陰で憩える場を
作ってほしい。

F-6 Ｆ 川沿いの遊歩道・憩い
の場・にぎわい空間

有光　　舟溜り整備 幾つか船溜まりがありますけれども、割とそばに普通の
人が寄れないような感じになっていまして、もっと観光
客やいろんな人が漁業やプレジャーボートのそばに寄れ
て交流ができるような形になれば良いなと思います。

上流 人々がふれ合えるような
舟溜まりの整備。
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F-7 Ｆ 川沿いの遊歩道・憩い
の場・にぎわい空間

岸井　　橋詰めに広場が重要 松江にとって水辺、橋は大変重要ですが、やはり市民の
方たちが水辺をちゃんと眺められて、そこに集えるよう
な、そういう広場というのは本来必要だと思います。い
ろんな意味でそういった場は使われていまして、また、
昔はそもそも橋詰めに広場があったわけですから、今回
しっかり造った方が良いと思います。

上流
（大橋、新大橋

橋詰め）

橋詰め広場の整備。

F-8 Ｆ 川沿いの遊歩道・憩い
の場・にぎわい空間

門脇　　改修を契機に、松江の伝統産
業であるお茶・菓子店と、神
社・仏閣等、松江らしさを出
したまちづくり

ちょっと乱暴な意見ですが、さっきもお話があったよう
に、大橋と新大橋が仮に架け替えになるという前提で考
えると、例えば大橋の南でしたら、多分合銀の本店ぐら
いまでは擦り付けがくることになって、そうなったとき
には、もう白潟本町、和多見は移転というふうなことも
考えられるのではと思います。しかし、あそこは神社仏
閣が多くあるわけですね。そうしたときに、それらを中
心としたならば、松江らしさを引き出すということで、
やはり特にお茶とお菓子の松江ですから、お菓子屋さ
ん、或いはお茶屋さんをそこに集積し、さっき太田委員
もおっしゃったような、市民の皆さんや観光客が回遊で
きるような格好にするというようなことで、大橋と新大
橋付近は今、ご無礼ですが、もう死にまちになっていま
すから、もうちょっと人通りを多くするために、ちょっ
と冒険ですが、そういうふうなことをやってみたらどう
だろうかなという意味でございます。

上流
（大橋・新大橋

周辺）

改修を契機に、神社・仏
閣の多い場所に伝統産業
であるお茶・お菓子屋を
集積し、大橋から新大橋
付近を観光客や市民が回
遊できるようにして、活
性化を図りたい。

F-9 Ｆ 川沿いの遊歩道・憩い
の場・にぎわい空間

木村　　遊歩道（橋の下をくぐる）が
ほしい

上流
（大橋・新大

橋）

橋の下をくぐれる遊歩道
がほしい。

F-10 Ｆ 川沿いの遊歩道・憩い
の場・にぎわい空間

太田　　大橋・新大橋を回遊できる歩
道を設置

大橋から新大橋までをずっと遊歩道でつないで回遊でき
るような、そういうような親水の面も併せて、観光の面
と、そして住民の皆さん方もまた楽しめる、そういった
環境づくりが必要じゃないかという具合に思っておりま
す。

上流
（大橋・新大橋

間）

大橋～新大橋間に、人々
が水に親しめる回遊歩道
を整備。

F-11 Ｆ 川沿いの遊歩道・憩い
の場・にぎわい空間

景観委　ヤナギ並木 上流
（大橋～新大橋

間左岸）

アンケートでヤナギ並木
は好きな場所として上
がっている。

F-12 Ｆ 川沿いの遊歩道・憩い
の場・にぎわい空間

木村　　くにびき大橋から中州に下り
る道路

上流
（くにびき大橋

～中の島）

くにびき大橋から中の島
に下りられる道路の整
備。

F-13 Ｆ 川沿いの遊歩道・憩い
の場・にぎわい空間

太田　　川沿いには遊歩道（ジョギン
グ道路）

中流
（中州）

中州の川沿いにジョギン
グができるような遊歩道
を整備。

F-14 Ｆ 川沿いの遊歩道・憩い
の場・にぎわい空間

木村　　サイクリングロードなどの市
街地にない魅力の創出

大橋川の中・下流域なんですが、この間、現地視察で見
せて頂きまして、非常に景観的に美しいんですけれど
も、市内に住んでいるとほとんど行く機会が無いので、
行ってみたいなと思わせるような細工が何か必要じゃな
いかというふうに思いました。市街地の近くであれば遊
歩道などがありますけど、そのあたりの地域などであれ
ばやはりサイクリングロードが適当ではないかというこ
とで提案させて頂きました。

中流・下流
（左岸）

美しい景観を気軽に楽し
めるサイクリングロード
の整備。

G-1 Ｇ 川で楽しむ 布野

布野

泳ぎたい  かつてのように

釣りたい  かつてのように

全体 かつてのように泳ぎた
い、釣りをしたい。

G-2 Ｇ 川で楽しむ 有光　　カヌー・レガッタ・ボート 全体 カヌー・レガッタ・ボー
トが楽しめる川。

G-3 Ｇ 川で楽しむ 布野　　ボート部の練習が見たい 全体 ボート部の練習が見た
い。

G-4 Ｇ 川で楽しむ 太田　　水上スポーツなどが楽しめる 中流 水上スポーツなどが楽し
めるよう整備する。（剣
先川）
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H-1 Ｈ 治水 有光　　浸水の可能性を前提としたま
ちづくりの研究

住宅の設計をしておりますと、前の水害のときにはここ
まで水が来たから、大事なものはもうちょっと上にと
いったように、もう水に浸ることを許容している方もお
られます。そういう建て方もあるのではないかと私は
思っておりますので、絶対水に浸からないようにつくる
ということが前提ではないのではないかと思います。
浸っても良い商売の仕方もあるだろうし、そういう建物
もあるだろうし、そういうことも含めて広く研究した方
が良いのではないかなと思います。

全体 浸水を許容できるまちづ
くりの方法を研究しては
どうか。

H-2 Ｈ 治水 泉　　　治水の工法としては鴨川のよ
うに洪水時だけ流れる低地帯
を造ることで、大橋川の生態
系が維持できるのではないか
と考える

治水計画について言えば、今、大橋が架かっているあた
りの川幅は昔からその幅だったと思うんですが、それを
補完する意味で、天神川はもう少し幅が広かったと思う
んです。そして、天神川から賣布神社のところにクリー
クが通っていました。したがって、それが大橋川の川幅
の狭さを補完していたんじゃないかと思うんです。ク
リークは今もう埋まってしまっておりますから仕方がな
いんですが、それで、どういうふうに広げられるのかわ
かりませんが、大橋の場所を今のところの計画で南側を
３０ｍ近く川幅を広げられるのでしょうか。この間、鴨
川に視察に行ったときに、そこの場合は、川の中に小さ
な堤防みたいなもの造っていました。したがって、全体
の川幅を広くするんじゃなくて、洪水時には全幅を水が
流れるんだけれど、ふだんは狭い川幅なんだという格好
にしたらどうかなという気がするんですよ。したがっ
て、今、源助地蔵さんのあるところ、庄助という飲み屋
さんがおられるあそこの一角を島みたいな形で残す方法
はないのかなと思います。そして、もう少し南側に、
さっき言ったような洪水時だけに流れる低地帯をつくっ
て、洪水時には流したら良いんじゃないかと思うんで

上流 治水の工法としては鴨川
のように洪水時だけ流れ
る低地帯を造ることで、
大橋川の生態系が維持で
きるのではないか。

と言いますのは、それはいろいろな工法があると思いま
すけど、一遍に大橋川全体の川幅を広げてしまうと、い
わゆる生態系に多少影響が出てくるんじゃないかなと感
じがしております。それで、先ほど有光委員もおっ
しゃっていましたが、灯籠流しのときに、その灯籠が、
東へ行ったり西へ行ったりするということで、昔から大
橋は、「今日は下げちょうかや、込んじょうかや」とい
う言葉があるんです。「込んじょる」というのは逆流し
ているということで、「下げちょる」というのは東の方
へ流れているということで、そういうふうにしょっちゅ
う流れが変わるんですよね。そうした中で生態系が維持
できているとき、川幅を一様に広げてしまうと案外流れ
が一方的になるんじゃないかなと思うんです。まあこれ
は素人考えですが。したがって、私が言いたいのは、川
幅は普段の流量のときは今の川幅で、洪水時にはもう少
し低い部分で流す方法はないのかなということなんで
す。例えば鴨川では下に堤防がございますね。ああいう
形で、それこそ水面にかなり近い高さのところをずっと
帯みたいにして流す方法はないかなということで提案し
てみました。ただし、これは素人考えですからよくわか
りませんが。

H-3 Ｈ 治水 岸井　　中州をできるだけ治水に役立
てる

中流
（中州）

中州をできるだけ治水に
役立てる。

H-4 Ｈ 治水 有光　　中州は遊水池としての機能保
全

中流
（中州）

中州は遊水池としての機
能を保全。

I-1 Ｉ まちづくりと
市民意識

後藤　　治水やそれに伴う様々な議論
をふまえ、それに関わる事だ
けでなく、このまち全体がど
うあるべきかを考える機会に
なれば良い

全体 治水事業を契機に、松江
の魅力を高めるためにこ
のまち全体がどうあるべ
きか市民全体で考える機
会になればよい。

I-2 Ｉ まちづくりと
市民意識

後藤　　必ずしも市民全体が宍道湖・
大橋川周辺の景観を重要視し
ているとはかぎらないと思
う。今回の課題をチャンスと
とらえ、市民意識の向上につ
なげることが大切

全体 必ずしも市民全体が宍道
湖・大橋川周辺の景観を
重要視しているとはかぎ
らないと思う。今回の課
題を市民意識の向上につ
なげることが大切。
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後藤　　我々が真にほこれるまちにす
るために！宍道湖や大橋川を
どのように利用するのか

後藤　　引き継いできた文化や景観だ
けでなく、今生きる人々の作
り上げるものも重要

J-1 Ｊ めざすべきまちの
イメージ

岸井　　中海とのつながりを意識でき
るように一体の空間として扱
う

地域的に見ると、出雲から松江から米子までが一体と
なって戦うべきだと思っております。それをつないでい
るのが大橋川ですから。それを意識しないとダメだと思
います。

全体 大橋川を、出雲から米子
までのつながりを意識で
きるように一体の空間と
して扱う。

J-2 Ｊ めざすべきまちの
イメージ

宇田　　国際文化観光都市にふさわし
い特性と安らぎを備えた街づ
くり

全体 国際文化観光都市にふさ
わしい特性と安らぎを備
えた街づくり。

資料４（11）

J-3 Ｊ めざすべきまちの
イメージ

島田　　日本一きれいな水の都とする 全体 日本一きれいな水の都と
する。

J-4 Ｊ めざすべきまちの
イメージ

島田　　世界大会・全国大会の開催地
として海、川の利用を考える

全体 水上スポーツの世界大
会、全国大会が開催でき
るようにし、観光と結び
つけて地域活性化を図
る。

J-5 Ｊ めざすべきまちの
イメージ

岸井　　街区単位で考えたい 上流 街区単位で考えたい。

J-6 Ｊ めざすべきまちの
イメージ

飯野　　公共交通優先のまち 移動手段の問題は、やっぱりどこか考えておく必要があ
るのかなというふうに思っていまして、水のまちですの
で水上を使うということも当然あるんですが、やはり先
ほど回遊性ということなんかを考えますと、このまちと
いうのは、できるだけ自動車交通を排除するというよう
な方向性に持っていくことが長い目で見たときには必要
なのかなと思っています。もともと城下町というのは、
車の移動というのは不便にできているわけですね。それ
がまた城下町の魅力でもあるわけですから、そういった
ものを活かしていくためには、公共交通というものをつ
くっていくということが重要かなということを思ってい
ます。

上流 城下町の魅力を活かす上
でも、自動車交通を排除
し、公共交通優先のまち
づくりを行うことが重
要。

K-1 Ｋ 地域コミュニティ 太田　　生活基盤の維持 その地区は、集団的に移転が必要な地区になるんです
ね。それで農家ですから、それで集落をどこへどう移転
するかということの中で、生活基盤のことを十分に配慮
してあげなければならないと思いまして、そこに書いて
みたところです。

下流
（左岸）

集団移転が必要な地区で
は、生活基盤の維持に配
慮が必要。

全体 宍道湖や大橋川の整備で
は、市民の意見を反映さ
せ本当に利用されるもの
を作ることが重要。

I-3 Ｉ まちづくりと
市民意識
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